
Attempt of self-recovery observed in collaborative activities 
of local community：Response of “K-community”, 
Bhaktapur city after the 2015 Nepal earthquake

2015年地震によりネパールは首都

圏カトマンズ盆地を含む広範囲にお

いて、多くの被害を受けた。行政から

の支援が不十分の中、震災直後か

らの地域コミュニティによる共同的活

動が評価されている。本セミナーで

はカトマンズ盆地、バクタプル市のあ

る地域コミュニティを取り上げ、如何

に自力で復旧・復興にかかわる活動

を行ってきたかを紹介し、自力復興

につながった要因の一つと考えられ

るコミュニティ内の社会関係につい

て考察する。
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